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長日では孵化後 7 回の脱皮を経て約 50 日ですべての個体が成虫となるが、短日では脱皮回数が増加し、幼虫期
間も 130 日以上に延長することがわかった。一方、恒暗条件下では、長日よりやや遅く羽化する群（恒暗早期型）











いて時計遺伝子 period をクローニングし、period の発現リズムが光周期に依存するかどうかを、長日、短日の各
光周条件下のタンボコオロギ幼虫を用いて検討した。発現量の谷は長日と短日で異なっており、発現ピークの
mRNA 量は長日に比べて短日のほうが有意に高かった。さらに period の光周測時機構への関与を検討するため、
period 2 本鎖 RNA(dsRNA)を雌成虫に投与し、その個体が産下した卵から孵化した幼虫の光周反応を解析した。





















に比べて短日のほうが有意に高いことを明らかにした。さらに period 2 本鎖 RNA(dsRNA)を雌成
虫に投与し、その個体が産下した卵から孵化した幼虫の光周反応を解析した。period dsRNA 処理
された幼虫は、period mRNA レベルが正常幼虫に比べ有意に低下し、長日、短日のいずれの場合
でも恒暗条件下に置かれたものと類似した幼虫発育パターンを示すこと、また大部分の処理個体
は羽化後、無周期性や異常な活動リズムを示すことが明らかとなった。これらの結果から、タン
ボコオロギでは光周測時機構に概日時計が不可欠であること、時計遺伝子 period が光周測時機構
に重要な役割を担うことを示唆した。 
本論文は、タンボコオロギの光周受容器が複眼であること、昆虫の光周測時機構に概日時計遺
伝子 period が関与することをはじめて明らかにしたものであり、論文の内容は質量ともに博士論
文として十分に値するものと認定された。以上 
